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青森県七戸町議会

広報編集特別委員会議会だより議会だより

 令和8年（2026年）に青森県で第80回国民スポーツ大会が開催されます。
 七戸町では 10 月 17 日から19 日の三日間、 七戸町総合アリーナを会場
に 「剣道競技会」 が開催され、 全国各地から選手、 監督、 その他関係者、
一般観覧者など多くの人が訪れます。
 「青の煌めきあおもり国スポ七戸町実行委員会」 では、 剣道競技会の成功
に向け、 七戸町の総力を結集して、 親切心と魅力あふれる大会を目指し、
準備を進めています。
 議会も一丸となり、 開催を推進してまいります。

も  

く  

じ

12 月定例会の主な審議内容… ……………………………………… ２
12月定例会一般質問（主な質問項目）……………………………… ４
一般質問（４人の質問内容）… ……………………………………… ５
≪教えて！にんに君≫……………………………………………… ９
委員会の動き…………………………………………………………10

・発行　七戸町議会　・編集　議会広報編集特別委員会・発行　七戸町議会　・編集　議会広報編集特別委員会

　〒039-2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131番地４　TEL 0176-68-2965　FAX 0176-68-2804　　〒039-2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131番地４　TEL 0176-68-2965　FAX 0176-68-2804　

　しちのへ議会だよりウェブサイト　http：//ｗｗｗ.shichinohe.lg.jp/gyosei/gikai/gikai/　しちのへ議会だよりウェブサイト　http：//ｗｗｗ.shichinohe.lg.jp/gyosei/gikai/gikai/

　QRコード読み取り機能付きの携帯電話等で読み込むと、しちのへ議会だよりウェブサイトに接続できます。➡　QRコード読み取り機能付きの携帯電話等で読み込むと、しちのへ議会だよりウェブサイトに接続できます。➡
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初
め
に
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
家
計
の
負
担

が
増
す
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
11
月
22

日
に
臨
時
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
国
民

の
安
心
・
安
全
と
持
続
的
な
成
長
に

向
け
た
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
低
所
得

者
世
帯
支
援
枠
を
追
加
的
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
引
き
続

き
支
援
す
る
た
め
、
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
追
加
す
る
旨
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
物

価
高
騰
対
策
を
支
援
す
る
た
め
の
推

奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
も
盛
り
込
ま
れ
る

見
込
み
で
あ
る
た
め
、
国
会
に
お
い

て
、
国
の
令
和
6
年
度
補
正
予
算

（
案
）
が
承
認
さ
れ
次
第
、
速
や
か

に
支
援
事
業
の
予
算
化
を
図
り
、
事

業
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま

す
農
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
夏
も

暑
い
日
が
続
き
、
高
温
障
害
や
水
不

足
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
主
要
作
物
で
あ
る

ニ
ン
ニ
ク
、
長
芋
に
つ
い
て
は
、
生

産
量
が
微
減
と
な
る
中
、
作
柄
や
価

格
は
平
年
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

稲
作
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省

東
北
農
政
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
今

年
の
米
の
作
況
指
数
は
、
南
部
・
下

北
地
域
は
1
0
6
と
な
っ
て
お
り
、

県
全
体
の
1
0
3
を
上
回
り
、
作
柄

概
況
に
つ
い
て
は
、「
良
」
と
な
っ

た
こ
と
や
青
森
県
産
米
の
一
等
米
比

率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
安
堵
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
米
の
民
間
在
庫

が
6
月
頃
か
ら
例
年
を
下
回
わ
る
水

準
が
続
き
、
農
協
か
ら
生
産
者
に
支

払
わ
れ
る
令
和
6
年
産
の
概
算
金
が
、

前
年
比
で
4
割
程
度
上
昇
し
、
生
産

農
家
に
は
持
続
可
能
な
水
準
と
な
り

ま
し
た
が
、
消
費
者
に
お
い
て
は
、

10
キ
ロ
で
3
0
0
0
円
程
度
価
格
が

上
昇
し
、
家
計
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

◆
七
戸
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

　

た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

　

制
定

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
規

定
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
情
報
通

信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り

手
続
き
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な

る
事
項
を
定
め
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
七
戸
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

の
制
定

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す

る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
（
旧
七
戸
体
育
館
ほ
か
解
体
工
事
）

　

工
事
内
容
の
変
更
に
よ
り
、
契

約
の
金
額「
１
億
１
６
６
０
万
円
」

を
「
１
億
２
１
４
５
万
３
２
０
０

円
」
に
変
更
す
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

　

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　

減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事

　

務
組
合
規
約
の
変
更

　

構
成
団
体
で
あ
る
西
北
五
環
境

整
備
事
務
組
合
が
解
散
す
る
こ
と

に
伴
い
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　

数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職

　

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

　

構
成
団
体
で
あ
る
西
北
五
環
境

整
備
事
務
組
合
が
解
散
す
る
こ
と

に
伴
い
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

　
令
和
6
年
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
開
会
、
12
月
4
日
一
般
質
問
、
6
日
議
案
審
議
・
閉
会
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
3
日
は
、
町
長
か
ら
13
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
日
の
一
般
質
問
は
、
議
員
4
名
に
よ
り
11
項
目
の
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
6
日
の
議
案
審
議
で
は
、
上
程
さ
れ
た
13
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
1
報
告
、

10
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
企
画
、
建
設
産
業
、
文
教
厚
生
の
各
常
任
委
員
会
並
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
町
当
局
に
対
し
て
要
請
す
る
事
項
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
全
事
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第４回
定例会

令和 6年

（12月3日開会～12月6日閉会）

審議内容

議

案

町
長
か
ら
の
一
般
報
告
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◆
七
戸
町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

　

管
理
者
の
指
定
（
七
戸
町
文
化
村

　

物
産
館
等
）

　

七
戸
町
文
化
村
物
産
館
等
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
七

戸
物
産
協
会
を
指
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
自
動
車
損
傷
事
故
に
係
る
和
解
及

　

び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て

　

農
道
石
沢
・
小
又
線
で
の
損
害

を
与
え
た
事
故
に
つ
い
て
、
相
手

方
と
和
解
が
成
立
し
た
の
で
、
早

急
に
支
払
う
必
要
が
あ
る
た
め
専

決
処
分
し
た
。

☆
原
案
の
と
お
り
承
認

◆
七
戸
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
め
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
七
戸
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

　

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
改
め
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
七
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
勧

告
に
準
じ
、
職
員
給
料
月
額
並
び

に
寒
冷
地
手
当
、
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
額
等
を
改
定
す
る
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　

青
森
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

準
じ
、
給
料
等
の
額
の
改
定
に
伴

う
人
件
費
に
係
る
補
正
。

☆
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
務
調
査
の
継
続
調
査
に

つ
い
て
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
総

務
企
画
常
任
委
員
会
４
件
、
建
設

産
業
常
任
委
員
会
３
件
、
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
３
件
、
計
10
件
の

事
項
を
町
当
局
に
要
請
す
る
。

【
総
務
企
画
常
任
委
員
会
要
請
事
項
】

一
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
等
を

　

精
査
・
検
討
し
、
推
進
を
図
る
べ

　

き
で
あ
る
。

一
、
人
口
減
少
の
抑
制
・
雇
用
創
出

　

を
踏
ま
え
、
特
徴
を
生
か
し
た
ま

　

ち
づ
く
り
を
視
野
に
荒
熊
内
地
区

　

開
発
事
業
の
推
進
を
図
る
べ
き
で

　

あ
る
。

一
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

　

現
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
導
入
や
森
林
環
境
等
の
調
査

　

を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
行
政
事
務
の
所
管
や
課
の
設
置

　

等
の
見
直
し
を
し
て
い
く
べ
き
で

　

あ
る
。

【
建
設
産
業
常
任
委
員
会
要
請
事
項
】

一
、
経
済
低
迷
に
対
応
し
た
町
の
経

　

済
対
策
を
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
地
域
産
業
振
興
や
ふ
る
さ
と
納

　

税
返
礼
品
の
た
め
に
、
商
品
開
発
、

　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
対
策
を
講
じ
る
べ

　

き
で
あ
る
。

一
、
生
活
路
線
・
上
水
道
及
び
生
活

　

排
水
の
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
あ

　

る
。

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
要
請
事
項
】

一
、
現
代
社
会
に
適
応
し
た
、
子
育

　

て
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
対
策

　

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
教
育
・
歴
史
・
文
化
財
等
の
施

　

設
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
環
境
整
備
対
策
の
強
化
を
図
る

　

べ
き
で
あ
る
。

　

☆
以
上
を
要
請
す
る
こ
と
に
決
定

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に
つ

　

い
て

　

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
、
令
和
７
年
12
月
定

例
会
を
期
限
と
す
る
、
所
管
に
属

す
る
事
務
調
査
の
閉
会
中
の
継
続

調
査
を
申
し
出
。

☆
申
し
出
の
と
お
り
決
定

令和6年度補正予算 補正額 予算総額
一　般　会　計　（第7号） 1億7,941万3千円 121億1,617万2千円

特別会計

国 民 健 康 保 険 (第3号) 706万1千円 17億5,896万6千円

後期高齢者医療 (第3号) 2,048万8千円 4億9,299万5千円

介 護 保 険 (第3号) △411万1千円 27億9,556万3千円

介護サービス事業 (第2号) 5万7千円 552万2千円

水道事業会計
（第4号）

収 益 的 収 入 20万4千円 3億6,543万1千円

収 益 的 支 出 30万0千円 3億3,256万1千円

資 本 的 支 出 286万0千円 4億1,980万3千円

下水道事業会計
（第3号） 収 益 的 支 出 0千円(科目組替) 4億4,556万6千円

令和6年度補正予算 補正額 予算総額
一　般　会　計　（第8号） 5,481万3千円 122億1,652万5千円

特別会計

国民健康保険 (第4号) 167万3千円 17億6,063万9千円

後期高齢者医療 (第4号) 51万8千円 4億9,351万3千円

介 護 保 険 (第4号) 285万4千円 27億9,841万7千円

介護サービス事業 (第3号) 36万8千円 589万0千円

水道事業
会　計
（第5号）

収 益 的 収 入 5万9千円 3億6,549万0千円

収 益 的 支 出 1,435万2千円 3億3,399万6千円

下水道事業
会　計
（第4号）

収 益 的 支 出 139万0千円 4億4,695万6千円

追
加
日
程

専
決
処
分
事
項
の
報
告

議

案

そ
の
他
報
告
・
決
議



第 79 号　（4）令和７年２月１日 議 会 だ よ り

12 月定例会では、議員 4 人が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

頁 議員（質問順） 質　問　事　項

5 向中野　幸　八
○小川原湖の水質改善について

○三沢基地騒音問題について

6 佐々木　寿　夫
○農業振興について

○町道の整備について

7 ～ 8 藤　井　夏　子

○災害時等の住民への情報周知について

○選挙における投票所について

○こどものインフルエンザの予防接種について

○風疹の抗体検査及び予防接種について

○こどもの定期予防接種の広域予防接種について

8～9 哘　　　清　悦
○鳥獣被害防止対策について

○一人暮らし高齢者の見守りについて

　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主
導による政策論議であり、３月、６月、９月、
12月の年４回の定例会で行われます。
　質問する議員と答弁する執行機関は、ともに
十分な準備が必要であるため通告制※が採用さ
れています。
　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況
及び将来の方針等について所信をただし、事実
関係を明らかにすることにより、現行の政策の
確認、変更、是正、あるいは新規の政策を採用
させる目的と効果があります。

ここが聞きたい！
12 月定例会一般質問

住みよいまちづくりのために

※通告制とは、発言等をする場合、あらかじめ議長に対し
　発言要旨などを記載した文書を提出することです。



（5）　第 79 号 令和７年２月１日議 会 だ よ り

一
般
質
問

向中野　幸八  議員

１. 小川原湖の水質を改善するための今後の対策は。
２. 三沢基地の航空機による騒音問題に対して積極的
　  な対策を。

問　

小
川
原
湖
の
水
質
は
近

年
急
速
に
悪
化
し
て
お
り
、

今
の
う
ち
か
ら
出
来
る
こ
と

を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
か
。

答　

町
長

　

小
川
原
湖
の
水
質
は
、
平

成
18
年
度
以
降
、
急
激
な
悪

化
傾
向
に
あ
り
、
漁
業
や
観

光
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い

る
。

　

水
質
悪
化
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
河
川
の
中
の
汚
濁

物
質
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

国
の
調
査
で
は
、
小
川
原

湖
に
流
れ
る
河
川
の
水
質
は
、

ほ
ぼ
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
七
戸

川
の
水
質
は
一
番
優
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

小
川
原
湖
の
現
状
を
考
慮

す
れ
ば
最
大
流
入
量
河
川
で

あ
る
七
戸
川
の
水
質
を
さ
ら

に
改
善
し
て
い
く
努
力
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　

小
川
原
湖
の
水
環
境
を

守
る
た
め
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答　

町
長

　

町
で
は
、
生
活
排
水
対
策

と
し
て
平
成
8
年
か
ら
公
共

下
水
道
整
備
を
進
め
、
ま
た

未
整
備
地
域
で
は
、
合
併
浄

化
槽
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

き
た
が
、
こ
の
処
理
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
家

庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

問　

児
童
を
対
象
と
し
た
学

習
会
や
啓
発
活
動
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

教
育
長

　

学
校
教
育
で
は
、
理
科
や

社
会
の
授
業
の
中
に
、
川
の

水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
、

そ
の
流
れ
は
ど
こ
へ
た
ど
り

着
く
の
か
と
い
っ
た
自
然
界

の
水
の
循
環
の
学
習
が
あ
る
。

そ
し
て
、
川
、
湖
、
海
に
は

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
生
息

し
、
人
間
を
含
む
生
態
系
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
も
学

ぶ
。

　

中
学
校
で
は
、
海
洋
汚
染

が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
な

ぜ
汚
れ
る
の
か
と
い
う
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
で
問
題
を
取

り
上
げ
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
の
他
に
小
学
校
の
校
外

学
習
で
は
、
町
の
水
道
水
は

ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

か
、
生
活
排
水
は
ど
う
や
っ

て
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
学

ぶ
た
め
、
浄
水
場
や
下
水
処

理
施
設
の
見
学
を
取
り
入
れ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
学
習
の
中
で
、

小
川
原
湖
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
使
い
、
身
近
な
生
態
系

や
環
境
汚
染
、
水
質
汚
濁
な

ど
の
話
も
取
り
入
れ
る
よ
う

促
し
て
い
く
。

問　

三
沢
基
地
の
飛
行
訓
練

等
に
よ
る
騒
音
に
関
し
て
、

ク
レ
ー
ム
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　

町
長

　

町
に
寄
せ
ら
れ
た
飛
行
訓

練
等
に
よ
る
騒
音
に
関
す
る

苦
情
は
、
昨
年
と
本
年
に
１

件
ず
つ
あ
っ
た
。
内
容
は
、

「
戦
闘
機
の
飛
行
音
が
う
る

さ
い
。
住
宅
の
防
音
対
策
の

対
象
地
域
な
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
い
う
問

い
合
わ
せ
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
際
、
当
町
全
体
が
住
宅
の

防
音
工
事
を
受
け
ら
れ
る
対

象
地
域
で
は
な
い
旨
を
説
明

し
て
い
る
。

問　

当
町
は
、
防
音
工
事
等

の
助
成
対
象
区
域
外
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

町
長

　

当
町
は
、
住
宅
の
防
音
工

事
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
対

象
区
域
で
は
な
い
が
、
飛
行

ル
ー
ト
の
延
長
線
に
あ
り
、

航
空
機
の
通
過
時
に
は
大
き

な
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
三
沢
市
と
当
町

を
含
む
９
市
町
村
で
組
織
す

る
三
沢
基
地
周
辺
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
、
飛
行
回
数
低

減
の
要
望
と
併
せ
て
、
騒
音

区
域
の
見
直
し
に
よ
る
区
域

の
拡
大
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

騒
音
問
題
に
対
し
て
周

辺
自
治
体
と
の
連
携
と
対
応

は
ど
の
よ
う
し
て
い
く
の
か
。

答　

町
長

　

今
年
度
は
、
年
明
け
１
月

に
三
沢
基
地
周
辺
連
絡
協
議

会
で
東
北
防
衛
局
に
出
向
き
、

飛
行
機
運
用
の
安
全
確
保
、

夜
間
や
市
街
地
の
上
空
に
お

け
る
極
力
の
飛
行
回
避
の
要

請
と
併
せ
て
、
騒
音
区
域
指

定
の
見
直
し
、
騒
音
区
域
の

拡
大
に
向
け
た
取
組
の
強
化

な
ど
、
12
の
事
項
を
要
望
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
防
衛
省
の
民

生
安
定
施
設
設
置
助
成
事
業

等
を
活
用
し
、
学
校
校
舎
の

防
音
工
事
や
防
災
無
線
放
送

施
設
を
設
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
同
様
の

助
成
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

補
助
事
業
の
採
択
に
向
け
た

要
望
活
動
を
重
ね
て
い
く
。

　

ま
た
、
関
係
市
町
村
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
助
成

対
象
区
域
の
見
直
し
等
を
強

く
要
望
し
て
い
く
。

小
川
原
湖
の

水
質
改
善
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か

三
沢
基
地
の
騒
音
問
題
に

対
し
て
今
後
の
取
組
は



一
般
質
問

第 79 号　（6）令和７年２月１日 議 会 だ よ り

佐々木　寿夫 議員

１. 地域社会を支える農業振興の取組は急務。
　　野菜産地化拡大と販路拡大を推進するべき。
２. 下町交差点の安全整備と倉岡地区の町道補修
　　工事の状況は。

問　

今
後
、
就
農
人
口
の
減

少
や
耕
作
面
積
の
減
少
が
予

想
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て
対

策
は
あ
る
か
。

答　

町
長

　

人
材
確
保
に
向
け
た
機
械

導
入
に
よ
る
作
業
の
自
動
化
、

規
模
拡
大
に
向
け
た
農
地
集

約
の
推
進
、
農
業
法
人
や
企

業
の
参
入
を
継
続
的
に
支
援

し
て
い
く
。

　

ま
た
、現
在
策
定
中
の「
地

域
計
画
」
が
、
農
地
の
集
約

化
に
よ
る
地
域
農
業
の
維

持
・
発
展
の
た
め
の
重
要
な

計
画
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
は
こ
れ
ま
で
、
ニ
ン

ニ
ク
、
ナ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト

な
ど
主
要
野
菜
の
品
質
向
上

・
付
加
価
値
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
き
た
の
か
。

答　

町
長

　

野
菜
の
品
質
向
上
を
目
的

と
し
て
、
ニ
ン
ニ
ク
の
優
良

種
子
確
保
や
土
壌
診
断
・
改

良
に
対
す
る
助
成
、
排
水
対

策
に
対
す
る
助
成
等
を
行
っ

て
き
た
。

　

ま
た
、
付
加
価
値
化
に
つ

い
て
は
、
ト
マ
ト
の
糖
度
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
糖
度

計
購
入
に
対
す
る
助
成
を
行

っ
て
き
た
。

問　

町
は
農
産
物
加
工
品
の

商
品
開
発
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答　

町
長

　

道
の
駅
「
七
彩
館
」
に
は
、

地
元
産
の
素
材
を
加
工
し
た

多
種
多
様
な
商
品
が
並
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
今
月
新
た
に
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
に
野
菜
加

工
品
な
ど
44
種
類
が
追
加
さ

れ
る
な
ど
、
特
産
品
の
厚
み

が
増
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
商
品
開
発
を
支
援
し

て
い
く
。

問　

こ
れ
ま
で
野
菜
の
販
路

拡
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
ま
た
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

答　

町
長

　

こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
各
地
で
行

わ
れ
る
フ
ェ
ア
等
で
商
品
を

Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
特
産
物
が
好
評
を

得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
返
礼

品
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

ふ
る
さ
と
納
税
以
外
で
も
取

引
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

６
次
産
業
化
の
取
組
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

答　

町
長

　

町
で
は
七
戸
町
産
の
農
林

水
産
物
を
活
用
し
、
新
た
な

付
加
価
値
を
生
み
出
す
農
産

物
の
加
工
・
販
売
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
個
人
団
体
に
対
し
て
、

６
次
産
業
化
推
進
事
業
費
補

助
金
を
助
成
し
て
き
た
。

　

今
後
も
生
産
者
、
加
工
業

者
、
販
売
者
を
結
び
付
け
ら

れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

問　

七
戸
地
区
下
町
の
交
差

点
は
、
交
通
事
故
が
起
き
て

い
て
大
変
危
険
な
と
こ
ろ
で

あ
り
、
住
民
か
ら
安
全
整
備

の
要
望
が
出
て
い
る
が
、
整

備
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　

町
長

　

こ
の
交
差
点
は
四
方
を
家

屋
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
改
良

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　

今
後
、
警
察
・
県
・
関
係

機
関
と
合
同
で
現
場
診
断
を

行
っ
て
安
全
対
策
を
協
議
し

改
良
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

倉
岡
地
区
の
町
道
は
、

穴
や
ひ
び
割
れ
な
ど
で
通
行

が
危
険
で
あ
る
が
、
改
修
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

町
長

　

町
道
は
路
面
性
状
調
査
の

客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

「
舗
装
維
持
管
理
計
画
」
を

策
定
し
、
舗
装
補
修
工
事
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

倉
岡
地
区
の
補
修
工
事
に
つ

い
て
も
計
画
に
従
っ
て
整
備

し
て
い
く
が
、
補
修
だ
け
で

済
む
の
か
、
舗
装
の
打
ち
替

え
な
の
か
は
状
況
を
見
な
が

ら
対
処
し
て
い
く
。

農
業
振
興
と
野
菜
産
地

拡
大
・
加
工
品
開
発
の

新
た
な
展
開
は

町
道
の

整
備
状
況
に
つ
い
て



（7）　第 79 号 令和７年２月１日議 会 だ よ り

一
般
質
問

１. 防災無線で放送された内容は、全て町公式 LINE（ライン）でも配信を。
２. 選挙投票所の統廃合と移動期日前投票所の設置について町の考えは。
３. こどものインフルエンザ予防接種の費用を助成する考えは。
４. 風疹に関する補助事業の周知方法は。
５. こどもの定期予防接種は町外の医療機関で接種できるのか。

藤井　夏子 議員

問　

自
然
災
害
や
野
生
動
物

の
出
没
な
ど
の
情
報
を
周
知

す
る
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

答　

町
長

　

平
時
に
お
い
て
は
、
防
災

無
線
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

青
森
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
の
ｄ

ボ
タ
ン
広
報
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
な
ど

の
緊
急
時
に
は
、
広
報
車
に

よ
る
巡
回
放
送
、
携
帯
電
話

会
社
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

各
世
帯
に
設
置
し
て
い

る
防
災
無
線
の
個
別
受
信
機

に
は
録
音
機
能
が
付
い
て
い

る
が
、
過
去
に
放
送
さ
れ
た

内
容
す
べ
て
を
再
生
で
き
る

の
か
。

答　

町
長

　

個
別
受
信
機
の
録
音
機
能

は
、
累
計
40
分
、
約
30
件
分

の
録
音
・
再
生
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

問　

防
災
無
線
は
町
外
へ
仕

事
に
出
て
い
る
人
な
ど
は
放

送
に
気
づ
く
こ
と
が
難
し
い
。 　

し
か
し
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
、
情
報
を
見
え
る
形
で

履
歴
に
残
す
こ
と
が
で
き
て
、

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録
と

設
定
を
す
る
だ
け
で
情
報
が

送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
ど
こ

に
い
て
も
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

登
録
者
数
は
何
人
か
。
ま
た
、

登
録
方
法
は
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
か
。

答　

町
長

　

11
月
20
日
現
在
の
登
録
者

数
は
１
５
９
１
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
登
録
方
法
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
へ
の
掲
載
、
公
共
施

設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
の

ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
主
催
す
る
ス
マ
ホ
相
談

室
に
お
い
て
、
登
録
の
サ
ポ

ー
ト
や
利
用
方
法
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

問　

防
災
無
線
で
放
送
さ
れ

た
内
容
全
て
が
、
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
が
現
状
。

　

放
送
さ
れ
た
内
容
が
、
漏

れ
な
く
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

も
配
信
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

が
、
情
報
周
知
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
課
題
と
感
じ
て
い

る
こ
と
は
何
か
。

答　

町
長

　

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
緊

急
時
の
情
報
発
信
の
遅
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
発
信

体
制
を
見
直
し
、
改
善
を
図

り
た
い
。

　

ま
た
、
情
報
を
受
け
取
る

手
段
が
一
つ
に
限
ら
れ
る
方

に
対
し
て
、
複
数
の
手
段
に

よ
り
情
報
を
受
け
取
れ
る
よ

う
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

問　

今
年
10
月
に
行
わ
れ
た

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

各
投
票
所
の
投
票
率
は
。

答　

選
挙
管
理
委
員
長

　

町
内
に
18
か
所
あ
る
投
票

所
の
中
で
、
有
権
者
数
が
１

９
９
３
人
で
最
も
多
い
投
票

所
の
投
票
率
は
51
．
28
％
、

有
権
者
数
が
82
人
で
最
も
少

な
い
投
票
所
の
投
票
率
は
63
．

41
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

投
票
所
に
よ
っ
て
有
権

者
数
に
か
な
り
の
差
が
あ
り
、

人
口
減
少
に
よ
る
有
権
者
数

の
減
少
を
念
頭
に
置
い
た
環

境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
投
票
所
の
統
廃

合
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を

問
う
。

答　

選
挙
管
理
委
員
長

　

投
票
所
に
お
け
る
立
会
人

の
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
有
権

者
の
利
便
性
を
第
一
に
考
慮

し
な
が
ら
、
投
票
所
の
統
廃

合
な
ど
を
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

投
票
所
の
統
廃
合
に
よ

っ
て
投
票
が
難
し
く
な
る
人

が
出
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
投
票
に
行

け
な
い
人
の
た
め
に
「
移
動

式
期
日
前
投
票
所
」
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

選
挙
管
理
委
員
長

　

県
内
外
の
他
自
治
体
の
移

動
式
期
日
前
投
票
所
の
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
選
挙
の

適
正
な
執
行
を
最
優
先
と
し

た
う
え
で
、
一
人
で
も
多
く

の
有
権
者
が
投
票
で
き
る
よ

う
、
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問　

こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
は
、

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
接
種
を
躊
躇
す
る
要
因

に
な
り
得
る
。

　

こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
対
し
、
町
で

費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答　

町
長

　

現
在
、
子
ど
も
に
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
今
後
、
新
た
な
感
染
症

が
発
生
・
ま
ん
延
し
た
際
に
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
す

る
。

問　

町
で
は
、
妊
娠
を
希
望

す
る
女
性
本
人
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
対
し
、
風
疹
の
抗

体
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

費
用
を
助
成
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
る
。

　

妊
娠
中
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

災
害
時
等
に

住
民
へ
情
報
を
周
知
す
る

方
法
と
課
題
は

選
挙
投
票
所
の
統
廃
合

と
併
せ
て
移
動
式
期
日

前
投
票
所
の
設
置
を
考

え
る
時
期
で
は
な
い
か

こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

す
る
考
え
は

風
疹
に
関
す
る
補
助
事
業

の
周
知
方
法
は



一
般
質
問

第 79 号　（8）令和７年２月１日 議 会 だ よ り

が
で
き
な
い
た
め
、
妊
娠
を

考
え
る
前
に
受
け
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
町
と
し
て
風
疹
に
関
し

て
の
周
知
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

こ
の
風
疹
に
関
す
る
補
助

事
業
の
周
知
方
法
は
。

答　

町
長

　

風
疹
に
関
す
る
補
助
事
業

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

母
子
手
帳
交
付
時
や
出
産
後

の
産
婦
訪
問
の
機
会
に
説
明

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
生
ま
れ
て
く
る

子
供
の
た
め
に
も
、
風
疹
ウ

イ
ル
ス
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

広
報
誌
や
そ
の
他
の
機
会
を

活
用
し
、
積
極
的
に
周
知
し

て
い
く
。

問　

こ
ど
も
の
定
期
予
防
接

種
を
町
外
の
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の

を
「
広
域
予
防
接
種
」
と
い

う
が
、
こ
の
対
象
要
件
は
何

か
。

答　

町
長

　

青
森
県
が
実
施
す
る
「
青

森
県
内
広
域
予
防
接
種
」
に

よ
り
、
広
域
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
要
件
は
、

「
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
接
種
機
会
を
逃
し
た
者
」

「
里
帰
り
出
産
等
の
た
め
実

家
な
ど
で
予
防
接
種
を
希
望

す
る
者
」「
そ
の
他
、
市
町

村
の
判
断
に
よ
り
、
か
か
り

つ
け
医
が
住
所
地
市
町
村
外

に
あ
る
者
を
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い

る
。

問　

町
外
の
か
か
り
つ
け
医

で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
、

広
域
予
防
接
種
の
対
象
者
と

し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。

答　

町
長

　

広
域
予
防
接
種
の
対
象
者

と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、「
青
森
県
内
広

域
予
防
接
種
」
の
制
度
内
容

に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

こ
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

は
町
外
の
か
か
り
つ
け
医

で
受
け
ら
れ
る
の
か

哘　　清悦 議員

問　

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
当

町
に
寄
せ
ら
れ
て
か
ら
の
対

応
の
流
れ
と
、
そ
れ
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
一
斉
配
信
す
る
ま
で

に
要
す
る
時
間
に
つ
い
て
問

う
。

　

ま
た
、
目
撃
さ
れ
た
場
所

の
近
く
に
住
む
人
は
、
目
撃

さ
れ
た
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
気
に
な
る
と
思
う
が
、

結
果
に
つ
い
て
情
報
提
供
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

町
長

　

目
撃
情
報
の
対
応
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
目
撃
情

報
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
り
、
初
動
と
し
て
、
目
撃

の
あ
っ
た
地
区
の
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
班
長
と
七
戸
警

察
署
に
状
況
を
説
明
し
現
地

に
集
合
、
状
況
確
認
を
行
う
。

　

次
に
、
七
戸
警
察
署
、
実

施
隊
班
長
と
防
災
無
線
、
捕

獲
用
の
わ
な
の
設
置
の
有
無

を
協
議
し
、
そ
の
後
、
防
災

無
線
の
依
頼
と
同
時
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
配
信
を
行
い
、
要
す

る
時
間
は
通
報
か
ら
30
分
か

ら
60
分
程
度
と
な
る
。

　

ま
た
、
目
撃
さ
れ
た
後
、

ど
う
な
っ
た
か
の
結
果
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
は
、
確
定

的
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、

熱
感
知
カ
メ
ラ
の
活
用
に
よ

る
情
報
収
集
を
考
え
て
い
く
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い

て
、
ド
ロ
ー
ン
は
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

町
長

　

当
町
で
は
カ
メ
ラ
付
き
ド

ロ
ー
ン
を
１
機
保
有
し
て
お

り
、
農
作
物
食
害
状
況
の
把

握
、
目
撃
場
所
で
の
移
動
経

路
の
調
査
に
活
用
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
実
施
し
た
電
気

柵
と
捕
獲
機
材
の
補
助
申
請

状
況
は
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
来

年
度
強
化
し
て
い
き
た
い
こ

と
は
。

答　

町
長

　

今
年
度
の
申
請
状
況
は
、

電
気
牧
柵
の
申
請
が
１
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
農
水
省
に
よ
る

鳥
獣
被
害
対
策
は
、「
個
体

群
管
理
」「
侵
入
防
止
対
策
」

「
生
息
環
境
管
理
」
の
３
本

柱
が
基
本
で
あ
り
、「
個
体

群
管
理
」
と
し
て
、
ク
マ
の

捕
獲
は
行
っ
て
い
る
が
、
イ

ノ
シ
シ
は
捕
獲
が
難
し
く
被

害
を
防
止
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

他
県
の
先
進
地
例
か
ら
イ

ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
「
侵
入

防
止
対
策
」
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
電
気

牧
柵
の
設
置
を
推
進
し
、
地

域
ぐ
る
み
で
対
策
す
る
環
境

を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
異
変
を
最
も
早
く
発
見
す

る
対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

の
か
。

答　

町
長

　

町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、「
高
齢
者
見
守
り

１. LINE（ライン）で配信するクマの目撃情報を、結果についても配信する考えは。
２. 鳥獣被害防止対策として、来年度強化していくことは何か。
３. 一人暮らし高齢者の異変を早く発見するために講じている方法は。
４. 一人暮らし高齢者の安否確認に LINE を活用する考えは。
５. 民間運営の一人暮らし高齢者のための見守りサービスを周知しているか。

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

一
斉
配
信
す
る
ま
で
の
時

間
と
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
も
情
報
提
供
す
る
考
え

は
あ
る
か

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

来
年
度
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
異

変
を
早
く
発
見
す
る
た
め

に
講
じ
て
い
る
方
法
は
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A．お答えします。
　　●議会は、委員会条例により、
　　　・総務企画常任委員会
　　　・建設産業常任委員会
　　　・文教厚生常任委員会
　　　３個の常任委員会を置いて、
　　　議員の中からそれぞれの委員を選任しています。
　　●常任委員会は、以下のように部門に属する事務に関して調査を行う権限を持っています。
　　　・総務企画常任委員会…総務、企画、財政、都市計画、監査、選挙及び固定資産評価審査
　　　　　　　　　　　　　　委員会に関する事項並びに他の常任委員会の所管に属しない事項
　　　・建設産業常任委員会…商工、労働、観光、農林、畜産、水産、土木、建築、交通及び上下
　　　　　　　　　　　　　　水道事業に関する事項
　　　・文教厚生常任委員会…文教、福祉厚生、環境、保健衛生及び国民健康保険事業に関する事項
　　　各委員会は各部門の事務について、自主的にテーマを設定し、調査を行っています。
　　　このことを「常任委員会の所管事務調査」といいます。
　　●所管事務調査に要する期間が、議会の会期以外の期間まで必要となる場合、議会に対して、
　　　閉会中に所管事務調査を行うことの申し出をし、議会において議決されなければなりません。
　　　このことを「閉会中の継続調査申し出」といいます。
　　　閉会中の継続調査申出書には、調査する事項と調査の方法、調査期間が記載されます。
　　●各常任委員会は、調査の結果、政策提言を含めた「委員会報告書」を作成して議会の議決に
　　　付します。
　　　その後、議決されると議長名で町長に対して提言を行います。
　　●政策提言を行った後は、執行機関側からその後の反映状況について回答を求め検証を行います。

　　この仕組みによって、議会として政策を提案し、実現していくことになるのです。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し

民
生
委
員
、
ほ
の
ぼ
の
協
力

員
の
ほ
か
、
町
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
民
間
事
業
者
、
警

察
、
消
防
、
七
戸
病
院
等
と

連
携
し
て
見
守
り
を
行
っ
て

い
る
。

問　

家
の
中
で
倒
れ
た
際
に

心
配
だ
と
い
う
一
人
暮
ら
し

の
町
民
が
、
当
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
登
録
し
、
安
否
確
認
の

サ
ー
ビ
ス
を
申
請
し
た
場
合
、

既
読
機
能
を
使
っ
て
安
否
確

認
す
る
方
法
を
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　

町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
既
読
機
能
を
利
用
し
た

安
否
確
認
は
実
施
し
て
い
な

い
。

　

今
後
は
、
地
域
ケ
ア
会
議

の
中
で
安
否
確
認
方
法
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
、
相

談
者
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を

提
案
し
て
い
く
。

問　

家
庭
の
生
活
動
線
に
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
、
一
定
時

間
動
き
が
な
い
場
合
、
異
常

信
号
が
送
信
さ
れ
、
警
備
員

が
駆
け
付
け
る
な
ど
の
民
間

に
よ
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
周

知
し
て
い
る
か
。

答　

町
長

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
各
種

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し

て
き
て
お
り
、
相
談
時
や
各

種
会
議
等
に
お
い
て
一
層
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

問　

高
齢
者
の
生
活
実
態
や

困
り
ご
と
な
ど
の
調
査
の
項

目
と
し
て
民
間
事
業
者
の
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
も
加
え
る
考
え
は

あ
る
か
。

答　

町
長

　

令
和
９
年
度
第
10
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
向
け

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

の
際
、
調
査
項
目
と
し
て
設

け
て
利
用
状
況
を
把
握
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

安
否
確
認
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
す
る
考
え
は

民
間
運
営
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
周
知
し
て
い
る
か

《教えて！にんに君》
皆さん、こんにちは。議会についての〝？〟をにんに君が解説する「教えて！にんに君」コーナーです。

Ｑ．常任委員会の役割と、その仕組みは？
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
6
年
11
月
14
日

案
　
件
　
・
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
書
の
と
り
ま
と
め

内
　
容
　
・
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
し
た
。

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
と
し
て
、
町
当
局
へ
の
要
請
事

　
項
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
一
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
等
を
精
査
・
検

　
討
し
、
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
人
口
減
少
の
抑
制
・
雇
用
創
出
を
踏
ま
え
、

　
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
視
野
に
荒

　
熊
内
地
区
開
発
事
業
の
推
進
を
図
る
べ
き
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

　
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
森
林
環

　
境
等
の
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
行
政
事
務
の
所
管
や
課
の
設
置
等
の
見
直

　
し
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
6
年
11
月
15
日

案
　
件
　
・
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
書
の
と
り
ま
と
め

内
　
容
　
・
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
し
た
。

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
と
し
て
、
町
当
局
へ
の
要
請
事

　
項
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
一
、
経
済
低
迷
に
対
応
し
た
町
の
経
済
対
策
を

　
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
地
域
産
業
振
興
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

　
の
た
め
に
、
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
対

　
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
生
活
路
線
・
上
水
道
及
び
生
活
排
水
の
整

　
備
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

開
催
日
　
令
和
6
年
11
月
18
日

案
　
件
　
・
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
書
の
と
り
ま
と
め

内
　
容
　
・
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議

　
し
た
。

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
と
し
て
、
町
当
局
へ
の
要
請
事

　
項
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
一
、
現
代
社
会
に
適
応
し
た
、
子
育
て
・
保
健
・

　
福
祉
・
介
護
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
教
育
・
歴
史
・
文
化
財
等
の
施
設
整
備
を

　
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
、
環
境
整
備
対
策
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

開
催
日
　
令
和
6
年
11
月
19
日
、
12
月
3
日

案
　
件
　
・
12
月
定
例
会
の
会
期
日
程
等

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
申

　
出
書
の
と
り
ま
と
め

　
　
　
　
・
議
案
の
追
加
に
つ
い
て

内
　
容
　
・
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案

　
　
　
　
　（
追
加
議
案
含
む
）
等
の
説
明
を
受
け
審
査

　
し
た
。

　
　
　
　
・
一
般
質
問
通
告
内
容
、
会
期
日
程
、
運
営
方

　
法
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
・
委
員
会
報
告
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
事
項
な

　
し
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
令
和
7
年
12
月
定

　
例
会
を
期
限
と
し
て
、「
議
会
定
例
会
会
期

　
日
程
及
び
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
」、「
議

　
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
」、「
そ
の
他
の
所

　
掌
事
務
」
に
つ
い
て
、
継
続
調
査
申
出
書
を

　
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

開
催
日
　
令
和
6
年
12
月
3
日

案
　
件
　
・
令
和
6
年
度
の
活
動
報
告

内
　
容
　
・
国
、
県
選
出
国
会
議
員
及
び
青
森
県
に
対
す

　
る
道
路
整
備
等
に
関
す
る
要
望
活
動
の
報
告

　
を
受
け
た
。
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
①
「
野
辺
地
七
戸
道
路
」
及
び
「
後
平
バ
イ
パ

　
ス
」
の
確
実
な
事
業
促
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
5

　
か
年
加
速
化
対
策
」
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
③
大
規
模
災
害
時
の
脅
威
・
危
機
に
即
応
す
る

　
た
め
の
体
制
強
化
等
に
つ
い
て

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

開
催
日
　
令
和
7
年
1
月
7
日
・
14
日

案
　
件
　
・
議
会
だ
よ
り
の
編
集

内
　
容
　
・
第
79
号
の
編
集
作
業
を
実
施
し
た
。

る
創
意
工
夫
を
重
ね
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
の
質
問
、
町
長
・
教

育
長
の
答
弁
に
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
つ
で
し
ょ
う
か
。

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　 

（
向
中
野
）

七
戸
町
議
会

議
　
長
　
附
　
田
　
俊
　
仁

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
藤
　
井
　
夏
　
子

委
　
員
　
向
中
野
　
幸
　
八

委
　
員
　
中
　
野
　
正
　
章

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご

覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
で
は
、
年
４
回
発
行
の
議

会
だ
よ
り
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ど

う
す
れ
ば
今
以
上
に
町
民
の

方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

読
ん
で
も
ら
え
る
の
か
検
討

苦
慮
し
な
が
ら
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
委
員
会
と
し
て
、
さ
ら
な

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き


